
（別紙様式１） 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 

 学 校 名 

 

山県市立桜尾小学校 

 

  実 施 期 間      

 

平成２６年１１月９日（日） 

 

 

 
  実 施 概 要      

 

 

○ ７つのコースに分かれ、地域の方を講師として親子で活動する。 

○ 子どもが計画し、親子で作った弁当を交流しながらみんなで食す。 
○ 児童、保護者、地域代表者、学校職員が一緒になって児童の安全につい

て考え合う。 

 

 

 

 実 施 内 容      

 

 

 

 

学習･取組の分野 

 □自然  □歴史  □■文化  □産業  □その他 

 

公開の方法 

 □授業公開  □成果発表  □■交流活動  □■講演会等 

  □地域行事参加  □その他 

 

 

  来 校 者 数      

 

 

 保 護 者  

 

５２名 

 

 合計人数 

 

     ６５名 
 

  地域関係者 

 

１３名 

 

 

 

 

 

 実 施 状 況      

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 １ ねらい   

家族とのふれあい、他の家族とのふれあい、地域の方とのふれあいを深

めあこがれや心のつながりをもてるようにする。  

 ２ 日 程   

   朝           親子でお弁当作り 

               親子で分団登校 

   ・１０：００～１１：５０ わくわく広場 

                             （７つのコースで親子体験活動） 

     ・１２：００～１２：３０ 親子お弁当広場 
                             （朝親子で作ったお弁当） 

     ・１３：００～１３：４５ わくわくコンサ－ト 

                             （山県高校吹奏楽部の演奏） 

   ・１３：４５～１４：００ 桜尾子ども見守り隊６周年集会 

                             （児童、保護者、地域の方、教職員） 

   ・１４：２０       親子で分団下校 

 

 

 

 

 

 

 成果と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（成果） 

・親子のふれあい、地域のふれあいを求めた交流活動を行いながら、地域の

文化に触れ、食育も実践し、安全意識も高めることができた。 

・保護者「親子でお弁当の計画を立て、一緒に作るのはとても楽しい活動だ

し、よい食育の経験になった。」 

・地域「子どもたちはたいへん素直に体験活動を進め、講師としても楽しか
った。」 

・地域「地域の高校の演奏を全員が楽しく鑑賞でき、児童にとって珍しい楽

器に触れさせてもらってあこがれがもてた。」 

（課題と今後） 

・子どもが興味をもてる講座をさらに開拓し、親子が共に楽しめる内容にし

ていく。 

 

 


